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「横浜市危機管理戦略」の策定について（報告） 

 
 

 
１ 戦略の目的 

① 今後、横浜市として重点的に推進・強化すべき施策を設定して、優先実施すべき具体的な取

り組み事業を明確にすることによって、総合的な危機管理施策の充実強化を図っていきます。
 
② 戦略の推進にあたっては、新たな推進体制を構築することによって、危機管理関連事業の進

捗状況等について全体把握しつつ、関係区局間の事業調整及び連携支援を図っていきます。

 

 

 

 

 
 
 ２ 戦略の位置づけ 

危機管理戦略は、本市における危機管理の基本を定めた「危機管理指針」を具現化するもの

として、位置づけております。 

 具体的には、「防災計画」・「緊急事態等対処計画」・「国民保護計画」の三計画の中から、当面、

緊急かつ優先的に取り組むべき施策を体系化し、それらを重点的に推進していくものです。 

 

 

 

 
 
 
 ３ 戦略の対象期間 

平成２０年度から平成２７年度までの８か年  

 
 
 ４ 戦略の基本理念 

◆ 総合的な危機管理施策の充実強化による『安全・安心 を実感できる都市』の実現 

   ～ 従来の防災対策を一歩進めた、「先取り・成果重視型」の危機管理戦略への転換 ～ 

 

 

 
 
 ５ 戦略の施策体系 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

Ⅰ あらゆる危機への対応力の強化 

Ⅱ 危機に強い街づくりの推進 

Ⅲ 危機管理意識の醸成 

重点施策 

 

推 進 項 目  

重 点 推 進 プログラム

アクション項 目  

◆具体的な実施事業として、約 100 の 『アクション項目』 を設定

 例）・「木造住宅耐震化促進等モデル事業」 

   ・「パンデミック対策用資器材の整備・市民広報の強化」 

   ・「横浜市業務継続計画（BCP）の策定」 

   ・「地域防災拠点の機能強化」 

◆各推進項目の実現に向け、約 30 の 『重点推進プログラム』 を設定

 例）・「木造住宅の耐震補強の加速化対策の推進」 

   ・「新型インフルエンザのパンデミック対策の推進」 

   ・「官民双方による業務継続計画（BCP）の策定・支援」 

・「地域防災拠点等の防災力強化」 

①より実践的な減災対応力の強化  ⑥安全・安心な街づくりの整備促進

②初動対応力の充実強化      ⑦危機管理情報基盤の整備 

③地域防災力の向上促進      ⑧まちの危険要因の把握・対策 

④健康危機管理対策の充実強化   ⑨市職員の危機管理力の向上 

⑤危機対処・防災訓練の充実強化  ⑩市民の危機意識啓発の推進 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


